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I . 発掘調査の成果と概要

1．長者原地区の調査
1之者陳地区においては、’1緋'142年度より発掘調査を実施し、現在までに72棟の礎石建物跡及び#lll

im建物跡を検出している。特にfl ' i lのl l i代l l l城において初の発兇となる八角形建物跡(32号建物
跡）を検IIIIIするなど、鞠智城跡の企容解|ﾘlに向け貴重な資料を提供している。

これらの建物跡については、検,'l1,された遺構等の切り合い関係や,1111 =|ﾆした遺物等の検討から、概
ね3時期に区分できることが判|川している。

また、60～65（66）号建物跡のように、建物の柱穴の規格や|『i痕跡の規模、建物の配列の特徴等
から、他の建物跡と性格付けが異なる可能性が指摘される。このことは、当該地点において州I土し
た〃f、墨書土器や貯水池跡から検,II1,された木簡や円面硯の脚部破片の存在と併せて、役所的な施
設がｲr在したことを示唆するものである。

このことから、今後「鞠智城跡の"IY|絡は、果たして匡|家防衛のためのII｢代1l_1城のみであるのか」
といった問題についても解明を I x Iっていかなければならない。

2．貯水池跡の調査
☆I誰

、'え成9年度確認調査を実施し、長肯服地区北側に位置する谷部において青j火色粘土層を検出した。
☆!i i i )  | , i1帖土曜の成因については、熊本I,↓水保余対策室,干,北成樹氏、一｢代l l l l業株式会社古澤二氏に依躯し、水

成l!帥であるとの御教示をいただいた。

1）貯木場跡

281､レンチA,B地区においてlifiig｡  i'lj地Ⅸにおける建築材の柿類には、違いが認められる（第20
次）。
･ A地区一大型の建築材

先端に撫継の継手川l l :がある材には、先端より約296cn lの位置にほぞ穴のl l : l 1 l j l l [が施される。（桁材としての

使川が考えられる）

･ B 地 l X - 細 材

* illl材は端部を揃え、束ねた状態で検II1II｡    (6つのまとまりを確認）

* i l l l材の火は、13～14本と22～33本のグループに2人別できる。

・出土した建築材については、水に浸ける［夫が認められる。

＊枕木を蚊く、枕でll菖める、、|え凡を!成せる群。
こ ま い

･,'l',|ﾆした木舞は、直径2～5cnl、長さ3 111以下に集中する。
2）取水口跡

池跡の屈曲部南西端に存在する小谷と池跡との境部に取水口を確認。断Ini観察で逆台形を呈する
満跡や斜面部に杭跡が確認され導水路の施設の一部であると考えられる。
注がれた水は、高まりをもつ石敷遺構で一時的に流れをゆるめ、中心部へと導かれたものと考え

られる。

＊収水I _I If,'i -t層から円而睨のlllill部破11-が!III, |2。腺位i筒をとどめるものではないが、鞠智城跡の機能の一端を示す資
料である。

3）水汲み場跡（木組遺構）＊第22次
池1,卜i端部の湧水地点近くで検,1l ' ,．池跡に堆積した水成粘土|､部の砂礫Mを、ll l各方形深さ約30cmに
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掘り込み、その形状に合わせて水を糸llんで榊築されている。
使川されている部材は!|賦川材であり、表liliに"l11狼が認められる。特に、④の材は肘木の可能性

が考えられる。③の材の端部寄りにえつりｲLが穿たれており、71 11川を利川した建築材の供給等に派
生する問題を含んでいる。
遺構の南側、水組隙間部分に人ﾉI1の礫2 11,'ilを仙川している（足場の可能性）。
＊輔21次調査で検IIII,された2り木簡のIIII｢ |榊位は、、11,桟道樅|ﾉ1部の慨|旨である。

4）堰堤跡＊第22 , 2 3次
｜析面観察により確認した。jlX堤は、台形状を呈し地|｣lのIILI:上に敷籾朶工法による基盤を築いてい

たことがlif認された。その上Imには、砂質tと州li質|を交互に入れ版築を行っている。断面東側で
僅かに堰堤の崩落が認められる。その ' I t から当時は倣かに高かったものと判断される。

＊池跡は、谷眼にあたる|fil!1l1端部から北11 1ll端部に|刺け低くなり、その比I苛兼は9 111を汕|る。このことから、水量調節
のためには裡数の堰堤が必嬰と考えられ、今後のI那迦である。

5）置物
貯水池跡からは、貯木場跡において検, I I I ,された挫築＃l i材や横槌、鍬の膝衲、|111柄平鍬等の他に、

木簡4点、|II I血i硯の脚部破片を検III1Iした。

特に、1号木簡は｢秦人忍困jjfl･｣の墨書文'ﾅ:が判航でき、鞠智城跡の性格を解明するうえで貴重
な資料である。これらの木簡は、切り込みの形状がU字状に近い形態的特徴を有し、切り込みの位置
も通常よりやや12端部に近い。このような形態的特徴をｲIするものは、平城宮跡出土の荷札のうち
特異とされる西海道関連の洲綿のものにﾘ弧似する。

さらに、大宰府出土の荷札にも共通した形状のものが兄られる。

3．堀切門跡の調査 ＊第22次
平成9年度より発掘i洲査を実施し、l'111雌ｲiの11(位l '.'IL及び榊造、登城道のルー|､及び構造、城壁の構

造について確認を行っている。

1）門跡について
第22次調査において、l ' !1跡に伴うｲi"[( 1j ILが発兄され脈位|' ' , ' ' iがl if定した。柱穴は、一辺約80cmの方

形で、深さ約1 111である。2/3I111度は、新しい進路により破壊されている。その結果、径40cmの柱痕
跡が確認された。｜nlの榊造は、｜Ⅱl礎イiの|, l i l l "に2本の| I '1紬を立てる形態と考えられる。

2）登城道について
これまでの調査のi'i采、4時!！'の道路l i'iを{il制した。このうち、I～Ⅱ期が鞠智城の登城道である

と考えられる。

I期凝灰岩を削り下|川に平jul i ' i、ノ, 21- iにl ' ifl i ' iを造る。、'た川II ' iの上には粘質土を貼りliH化している。

道路跡のl i l j端は凝1火岩の確となり、l l l l道となっている。

価化而のII1厨は、約2.15～2.7 111でliljillllに|1 111溝を設け（部分的には片側）、側溝の芯々間の距離
約2.8～3.0 111を測る。

Ⅱ期 2 0トレンチにおいて部分的に l i n認した。その詳 l i l については、不明。

3）城壁
城畦の高さは19 111で、勾配は45。を測る。15トレンチにおいて、城壁が途巾'l'段をもって構築さ

れ、その中段テラス部には粘質土を11,'iっていることが陥淵された。
17トレンチからは、凝"〈粁のブロック上に"ll[の際のものと考えられる工具痕が確認された。
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4．南側十塁線 ＊第23次
対象範ljl1は、尼根線（|報11|||塁線）のうち堀切門跡より西側100 111の地点から北Iﾉﾘ端までの長さ約

500 111とし、やせ馬の背のような地形的特徴を呈する尾根線部分を選択し実施。
土塁線榊造に関する成果は、以下のとおりである。

①やせ馬の11fのような尾根線部分に推定された土塁線は、張りIIII,した平川liliである
(B)の外縁部を巡るかたちで構築されている。

②土塁の椛築方法には、(a )削り落とし、(b )削り落としと版築の併川、(c )版築の3種類が
認められる。

③No.1トレンチにおいて、lllll列に伴う可能性が考えられる椛穴が確認された（第161XI)。
④No.2bトレンチの断lliにおいて、NI1列に伴う可能性のある柱穴の痕跡がlin認された（第161Xl)。

＊柱穴は、｜器線IH部のほぼ中央に設けられ、規模は一辺約70clnを測る。
⑤No.5トレンチの断im側察から、| |=|地形の頂部を利用し、その西|! 1ll外縁部に延ばすように版築を

行い、｜菖黒を｜llll礫している。

⑥No.2b l､レンチにおいては、Aso-4を階段状に削り1III!した上に版築をｲj言っている。
以|このことから、地形的特徴にﾙ6じた構築方法を選択し、土畢線を造り,'l'!していることが判明し

た。

5。長者山西地区 ＊第23次
IIHfl 140年代前､'2に削平を伴う造成工事が実施され、遺構は消失したと考えられていた箇所である。

調査の結果、丘|凌の|*i北端に掘立柱建物跡（総柱)3棟、礎石柱建物跡（総柱)1棟が検,il ' ,された。
【69号建物跡】
｜報11||端で検III Io総柱の#lll立柱建物跡(2×4間）。柱間は梁行180cm、桁行195cnlを測る。柱掘方の

平面形は、約70～90cm×90～100cⅢの方形・長方形を呈し、深さは検出面から約30～40clnを測る。柱
痕跡は径約25～35cmである。

【70号建物跡】
北|! lll端で検IIII!o総柱のⅢ1位柱建物跡(2×3間）。柱問は梁行195cnl、桁↑｣:195cmを汕|る。柱＃II方の

平面形は、約7()～90cI11×90～100cmの方形・長方形を呈し、深さは検II III而から約15～30cmを測る。柱
痕跡は径約25～35cmである。

【71号建物跡】
北西端で検川,。総柱の＃11立柱建物跡。削平を受け柱穴3基の検出にとどまり全休椛造は不Iﾘ1．

【72号建物跡】
北東端で検,'l',o総椛の礎石柱建物跡(3×4間）。柱問は梁行210c111,桁行210cmを測る。礎石6ilililが

残存し、外は抜き取り痕が確認された。石材は、凝ﾚ<岩及び花崗岩である。礎行A'1辺より多量の炭
化物（米を中心）層が確認された。
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第1表発掘調査の概要

鞠智城跡発掘調査の歩み
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調査年度 次 調査地区 検出遺構 概 要 検査相識

S 4 2
１
２

｣進1¥lj（

及肖''1
'内岼l腱イillド

米腺台地の水|-H化工事（農業榊造改善1Ef)
股び長者111の一部、開発に伴う緊‘急洲査。
多重の礎石を検出。

鞠f'11城1淵frl､ j l

S 4 3 3

災荷 l i (

災尚 l l l

ljVil!ll lz架線

股荷111礎ｲLi群
IIH #ll42年度の継続調査
多量の礎石が掘り起こされる。

鞠flI1城,淵代｜､11

S 4 4 4

ロ
ー
、
 

９
１
１

１
Ｉ
Ｊ
ｊ
 
ｌ

片
 
片

災
 
災

'畑!f礎石腓
災尚l l l礎｛ i lW

宮野礎石の諾,' l ' ,、長者腺礎石群の企而露出
災肯1l1の測量調査。

鞠f1 I 1城 ,洲ffl､ j l

S 5 4 ５
l之j

l J

111
ﾉ ｣ 、 M1い〉:桃述物跡 l l l l -道（立徳・稗方線）改良l晶塀に伴う] " i l !洲侭

軒丸瓦片が出12。
抑A』''11教ff委此会

S 5 5

６ M j I I羅穴過ｲ,!#（弥）
[文化庁|巡lI緋ii助事業］
- ' 2腺地 | Xの調査

熊本I,｛敬ff姿此会

7 災ffl〃！ 'ﾉﾉｨI1rli雌ィiⅢ
内ﾘ i ;礎石群の全mi " I ! l j ,。

(II/{fl156fI2111 1 11 1-1付-けで県史跡に迫"11桁定）
熊本ﾘ,↓孜行姿1,i会

S 6 1 8
’
１

１

、

ｒ

Ｉ

Ｊ

ｌ
ノ

ー

ｌ

Ｊ
ｔ州 [文化庁|ZI I｣ Wili肋斗斗業］

航空写真撮影による米原地Ⅸの地形IXI作成作兆
熊本|j,↓牧行委曲会

S 6 2 9 」をffl l l地Ⅸ 45～48〃-建物側
[文化庁I11版補助事業］
長肖I_l_|礎石群の,淵査。多量の炭化米と凡がIII1, |

熊本 I , (数行姿 j i公

S 6 3 10
災 部 j ( 地 l X

l ji(地Ⅸ
11～15リー雌物跡

19り姓物跡

[文化庁|工|h榊lliⅢﾉ事業］
’ ' '心部が礎石、周辺に州l l立柱の庇を持つ挫物
跡を検IL|-I!・

宮野礎石群周辺及び小監ドンの,淵俺。
礎ｲ i建物のみでなく、掘立柱建物跡の存在を
確認。

熊本I7l牧行委幽会

H 元 11 挺什11(地Ⅸ l～4り･世物跡
[文化庁|工llili補助事業］
IM立椛建物跡3棟、礎71建物跡2棟を検 , ' l ' , ｡

熊本I,(教育秀I.』会

H 2 4 n

’ 三 災部 j (地Ⅸ
5,6ﾘ述物跡
7～1 0叶吐物跡

16～18述物跡

［文化庁I種|庫補助事業］
＊県の日-腹事業による重要遺跡確認調杏も川|わっ
て、調査而稜は大幅に増大。

・長者l11東側裾部一帯（宮野礎石群を含む）の
洲査。

熊本I,↓教fi委典会

H 3 13 l追仔li(地Ⅸ 20～35号雄物跡

＊継続して文化庁同庫補助事業と県の| ' |主 ! l f *
に よる重要遺跡確認調査を行う。

･ l111道西側一帯の調査。軒丸瓦が,'l'1 |2。
・八角形建物跡2棟を検出。

熊本1，↓教育姿1．』会

H 4 14 腿尚lj(19,2()|ﾒ． 36～44り述物跡

＊文化l i: ITI庫補助事業と県の自主半f業による服
要遺跡碓認調査を行う．

・鞠智城の終末期にあたる9Mt糺代の礎石建物を
検!'l'[。

．_止腺地区から建物群の空|'|地域が兇つかる。
。「内城｜の土果線を測11 : t ･一部で試伽を実施。

熊本ﾘ,↓教育麥典会

H 5 15 |･_Ij(｣山Ⅸ 51～54号 “ "跡

惟文化庁|玉Ⅱ碑ili助半業として、亜要遺跡{i崎&I洲
介を行う。

･ llll道東側一帯（上腺地区）の洲杳。
･上原地lXは、遺構の空白地帯であることが､卜111ﾘ '。

熊本I,(教行委i,』公

H 6 16 深辿地|>〈
版 築 t 鼎

荘 城 道

＊文化庁国庫補助事業として、重要遺跡陥泌I洲
査を行う。

・谷,邪を閉じるように構築された版築上塁を検, l l ' , o

・登城道を検出。

熊 本 ﾘ , ! 数 行 姿 j i a



- 弓 一

[各 -年度の調査面積は、約5 , 0 0 0㎡である。］

H 7 イ ヲ
l ノ

9 5 - 道 路 区

9 5 - 1 区

D 1号竪穴住居跡

D1号掘立純建物跡

D2号掘立柱建物跡
D3号III泣杜建物跡
5 0号建物跡

・50号建物跡は、礎石基底部に根石を配して椛築ゞ
＊同様の工法は、49号建物跡（宮野礎石群）、
20～23号建物跡38号建物跡の一部に採用。 熊本県教育委員会

H 8 1 8

長者原Ⅱ区

長者原Ⅳ区

長者原Ⅵ区
長者原Ⅸ区

州
幽
瑁
州
州
州

建
 
号
 
坑
 
建
 
建
 
建

碍
毛
吐
碍
褐
蝪

５
１
５
５
５
５

1号-不|ﾘ}土坑

・幣地層を確認。
・56号建物跡の整地｡層及び礎石掘り込み出|遺物
のうち段も新しいものは､811t紀後半～911紀前半。

・同建物遺構̅卜（4）層出Iの遺物は、7世紀後
半～91吐紀前半の時間幅をもち、整地｢層の存
在から、創建期の建物の存在する' I能性有。

・須恵器の高坏111背|体が埋納。
＊56,59,65号建物礎石の原材採集地の検討。

能 本 県 教 育 秀 員 会

H 9 1 9

長者原Ⅲは

長 者 原 X 区

貯 水 池 跡

40弓･建物跡
6,7号溝跡
59号建物跡
65号建物跡
60号建物跡
61号建物跡
62号建物跡
63号建物跡
64号建物跡
66号建物跡

貯水池棚

・59,64,66号（礎石）建物跡で、轄地層が確認さ
れた。

・建物群を区山する溝を検出。
・40号建物跡→6号溝→7号溝（36号建物の整地
段階には廃棄）

＊4時期に区分可能。
・64号建物跡に伴う周溝から、百済系軒九瓦（単
弁八葉蓮轆文）を検I1I｣I ｡
1号木簡を検出。（案人忍困五斗）

・建築材、横槌、鍬の膝柄、曲榊Iz鍬等を検出。

熊本県教育委員会

H 1 0 2 0

貯水池跡 貯木場跡

取水U跡
石敷遺構

継手、1l:口加工のある建築材を検ILIJI｡
木舞、リツ‘性器形木製品、斧衲を検出。
小谷から水を取り込むための遺構を検II|-I,
地l l lのI笥まりに礫を配置し、水勢を誰|節

能本県教育委員会

H11 向 引

色 ’

貯水池跡

堀切|:i'1跡

貯 水 池 跡

道路跡

2～4号木簡を検出。
建築材を検出。未製品の膝柄を保管、貯水。
門周辺の道路跡を検出。道路跡は、最多で3面
上下に亜なる。

熊本県教育委員会

H 1 2 2 2

貯水池跡
堀切門跡

水 汲 み 場 跡

堰堤跡
池跡南|呵端部を確認。
湧水地点において、井戸枠に該当する水組み
枠を検出。
水汲み場跡よりやや北仙|において、」1豊堤跡を
確認（断而）。
驚城道跡が|'|｣びる方向を把握
|wl礎石の腺位置を把握

熊本県教育委員会

H 1 3 2 3

南 側 土 累 線

長者 I I I 西 地区

貯 水 池 跡

版 築 土 塁

68～72号建物伽
堰 堤 跡

士塁の構造を確認。

版築、削り糟とし、柱ｼ‘<等を確認。
69,70号建物（掘立柱総柱建物跡）、72号建物
（礎石総粧建物跡）・

水汲み場跡よりやや北側において、 1 1 豊堤跡を

硴認（平|hi) ｡

熊 本 県 教 育 委 員 会

H 1 4 2 4
1吏者山西地区
貯水池剛

72号建物跡
72号建物（礎ｲ ﾆ i 総柱建物跡）、炭化米唯積層。 熊本県教育委員会

H 1 5 2 5
西 仙 l t 塁 線

貯 水 池 跡

上 累
上里構造の確認 熊本県教育委員会



第2表研究略史

鞠智城の研究略史

- 6 -

時 代 ｜研 究 者 文 献 概 要

江 戸

渋 谷 公 正 『燗池川l2i氾」
「文偲'ﾉさ緑」の「天安2年菊池郡ｲく動倉11'i"含火」との

,旭''1を米li(村長背尾敷に比定。

八木| | |桃水 ｢桃ﾉじ|,''11群」

｢燗池の#"代11'1降以米の居城となった深川の菊之城は
鞠fllﾘ戒の|||跡を取りしつらひて1,1;｣成としたとも考えら
れるが、城家のI謝城であった水庭村も鞠f11I城のlll跡か」
と述べている

森 本 一 端
『llu後| lilii,6」

[Iﾘ1lll 9  (1772)イ'1

深川,祝を門定して、鞠秤城は兵庫やｲく助倉などを1,1i:っ
ている'|'↑城であるので、隈府、水島、米原の一州;にわ
たる lム人な地域を【L iむるものであろうとみている。

明 治 占'11 東伍 ｢人[1本地fI jf ‘ l』
｢鞠W城を辺地の肥後|玉l燗池郡に求めるのは、大岼城
をMH後|:K|火脚郡に求めるのと1両lじである」と笑っている。
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-
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-
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配
-
-
-
一
-
-
-
-
-
-
-
印
-
-
-
-
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-
一
-
-
田
-
一
-
-
餌
-
-
一
-
-
に
-
一
団

１

昭 和

' ' 1 烏 秀雄 大阪〃||新lhl

｢米IiIの,鹿害こそ続H本紀文武犬皇2年511、大野、ノ,《
郷城とともに繕治された鞠智城であろう。礎Yiの､ i fぶ
''1，多くの礎行が出た畑、焦米が屑をなして11Mまって
いるMll、派みヶ御所、烏ヶ城、シャカンドン、紀雌蚊、
',!:1床、‘'､舟洗洲|、長者井戸などの地名がある」と紺じて
いる。

熊 木 地 歴 研 究 会

jI嘘'1城跡を蹄資して米原における遺榊と比'|i交し、ノI蝶ド
城跡の川究者久1采111善映氏や松尾禎作氏等も米脈の辿
榊を蹄介した。「長者の的石」は、帆鮓式111城の城''11
| 雌 であることを脈かめた

坂 本 絲 堯

『地1縦ｲiﾙ究輔10筋』5 ｢鞠艸城jl lに擬せられる米腺遺跡に就いて」を発表。

｢||本談侭」vol､51

「抑1:I,ﾘﾙt考」を発表。
IIM: I I !城の文献を雌録して性格を考え、米原I高台に登る束、

l fi 、 l ﾉ Wの城門礎、水門礎、踵者山の礎石 i 洲 1尺、土鼈絲

などはI|ﾘllifkl l l城の規模に類し、焦米の多量のj{|!没は、
「…犬安2年不動倉11宇火く…」の史実を物,滞ってい
るとした。特に土塁線は自然尾根を利用して外11 1llを切
り淵とし、鞁部にのみ盛tした状態であることに注意し、
さ ら に ’ : 翠 線 は 米 原 台 地 周 辺 だ け で な く 、 こ れ を | ﾉ 1 郡

として聡線は頭合より木野丘陵を北に登って城北の芥
を い た だ く 外 郭 を 形 成 す る こ と に 注 目 し た 。

松 尾 條 脱
城北村ﾘ』雌砿彰会会長。鞠智城跡を調査し、楪水を雌
てて僻j逆棚彰に努めた。

鏡|_ll    ik

(ﾉL州文化総合研究所）

10月、火宰'11、大野城、基難城の一速の洲侮として、
｢}|叩1別,ﾘ戒のj1‘lil査保推計画」を作成し熊本I,↓に対･して岬
|‘iliをi｣:うが'史現しなかった

収 木 絲 堯 11月、熊木山学会で「鞠秤城跡について」発表。
滝川政次郎

(菊池占文化調査IJI)
8月、米陳一'l i l :の遺椛を調査し、特に腱荷ll lの礎イi l l l
をﾘ訓||した。

烏'二Ⅱ11呂郎
8月、嫡池! l iにおいて「高句麗国|ﾉ1城と鞠智城」につ
いて!i l" i iした。

坂 本 経 尭
『熊木の脈史」

熊本 R F I 新 | ﾊ l 祉 発 i l
9月、鞠糾'城を米原に比定し、掲載

熊本県孜育委員会 12月、「史跡・伝鞠智城跡」として反者|｣_I礎石腓、深
迫'111礎fiを県史跡に指定。

熊本県教育委員会
米Ij(台地に計画された開発12事に伴い、乙益重降を|､11
腱とする洲査 | 寸 I に よる発掘調査を実施

熊本県教育委員会 81124111,|けで、名称を「鞠智城跡」と改称。



11 .発掘調査資料
（図版・挿図）





1．鞠智城跡遣構配置図

鞠智城跡パンフレッ|、（発行；平成9年7月）に追記
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色 32号（八角形）建物跡
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4. 60号建物跡
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5．貯木場跡（貯水池跡）
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7．瓦当、1号木簡
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8．宮野礎石地区全景

平成2年度発掘調査
宮 野 礎 石 地 区 全 景

1号建物跡

- 1 6 -

1 1号建物跡



9 .貯水池跡トレンチ配置図
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10 .貯木場跡遺物出土状況

貯水池跡28 T- B地区
平 瓶 出 土 状 況

貯 水 池 跡 2 8 T - B 地 区
か づ ら 出 土 状 況

- 1 8 -

貯 水 池 跡 2 8 T - A 地 区
木 製 品 出 土 状 況



11。取水口、石敷遣構、堰堤

手

雲§塞子審暑琴'、
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貯水池跡7̅「
取水口

貯 水 池 跡
石 敷 遺 構

- 1 9 -

貯水池跡28 T- C．F地区
堤防状遺構（堰堤）



12．堀切門跡（登城道）
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13．深迫門跡、堀切門跡
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14．堀切門跡（城壁）
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15．南側土塁線
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16．南側土塁線（模式図）
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